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Abstract 　The 　boundary　between　the　Pliocene　and 　Pleistocene　has　been　de恥 ed 　in　the 　stratotype 　Vrica
section 三n 　southern 　Italy．　 The　boundary　is　extended 　to　a 　horizon　bctween　the　nlarke ！ tuff　beds　Kd20
and 　Kd25 　in　the　lower　part　of 　the 　Kiwada 　Fomlation 　of 　thc 　Boso　Peninsula

，
　Japan．

　　The 　Plelstocene　will 　be　subdivided 　into　three 　parts．　 The 　Lower1Midd ユc　 and 　MiddletUpper 　bound ．

arics 　in　the　Pleistoc．ene 　corr ¢ spond 　to　the　geemagnetic 　polarity　transition 　from　the　Matuyama 　Reverscd　to

Brunhes　Normal　Chrons 　and 　the 　last　high　stand 　Qf 　sea −level　in 更he　Pleistocene
，
　 respec し三vely ．

　　 The 　Inarine 　LQwer　Pleistocene　sediments
，
　together 　with 　the 　Pliocene，　composes 　the 　hills，　the　Middle

pleistocenc　marine 　sediments 　occur 　in　the 　middle 　terrace 　formation，　and 　the 　marine 　Upper　Pleistocene　is

the　basal　 to　middle 　part　ofthe 　coasta 互plain 負）rlnations 　in　the　Paclfic　coastal 　areas 　of 　Toheku 　Reglon
，
　 as

well 　as 　in　some 　other 　areas 　in　Japan．
　　 Gombined 　bio− and 　 magnetostratigraphy 　makes 　i亡 possible 　tQ 　corre 弖ate 　the　 ma 正ine　Plcistocene　to　the

global　extcnt ，
　but　some 　problems　have　been　sti 王1　 unsolved 　in　 the 　 correlation 　between　rnarine 　 and 　terrcstrial

sediments ．　 Among 　others
，
　the　relation 　of 　marine 　magnetostratigraphy 　accompanicd 　by　biostlatigraphy

to　 magnetic 　chronology 　accoml ）anied 　by　numcrical 　age 　detcrmination　 should 　be　 reexamined ．　 By 　the

recent 　fission　track 　dating　on 　the 　volcanic 　ash 　layers　in　the　Boso　Peninsula　and 　Kinki　Re もion，
　the

‘‘Olduvai，’

Subzone 　and
“Gaussi，　Zone 　inf徹 red 　in 皿 arine 　sections 　are 　 most 　likcly　corresponded 　to　the　Gauss 　Cbron

and 　a　part 　of　Gi王bert　Chron ，　respectively ，　in　the　Cox ，

s　scale ．

　　 The 　Lower　to 　Middle 　Ple三stocene 　of 　the　Kanto 　Region 　is　in　 on −lap　scqucnce
，
　 which 　is　devlated　from

general　trend 　in　accumulation ，　owing 　to　regfonal 　subsidence 　during　depos気tion，　The 　subsidence 　began　in

the　PHocene 　by　huge　submarine 　slumping 　towards 　south ，　wh 王ch 　involved　almost 　whole 　Kanto 　Region 　and

exerted 　inHuence　on 　the　Paci且c　areas 　of 　Tohoku　Region．　The　uncenformities 　auhe 　top 　of 出 e　Kurotaki

FQrmation　in　the　Boso　Peninsu三乱 and 　the　top 　of 　the　Tatsunokuchi 　Formation　in　thc　Sendai　area 　represent

the　slumping 　ofthe 　Kanto 　Region 包 nd 　its　derivation　in　the　Tohoku 　Region ．

1． は じ め に

　第四系の 層序区分と対比 は長年 に わた っ て 第四紀研究

の 主 要課題で あった ．解決すべ き聞題 に は こ の 課題 が も

と もと内蔵して い る もの もあ る し，また研究対象 の とり

扱 い 分野 ・
規模 ・

見方 な ど の 変化 に伴 っ て 現れ出る もの

もある，本論文で は ， 筆者 の 関係 して きた第三 系 ・第四

系境界の 決定と更新統の細分の 現状を要約 し，そ れ らの

対 比 を 通 じて 日本の 第 四 系の 分 布 と累積状態 の 特徴 と，

そ れ か ら予想 され る広域的変動を ，と くに 東北 地方と 関

東地方の 海成第四 系 に つ い て 述べ たい ．

　 こ の 論文 の 喀容 は，IKqUA 第 ll回 国際会議 （1982，

モ ス ニコ
ー

）の 討論会，日本第四紀学会 1986年 大 会　（筑

波）の ポス ター・セ ッ シ ョ ン ， INQUA ア ジ ァ ・太平洋

＊
東 北大 学理 学 部 地 質学 言生 物学教室，
Institute　of 　Geology 　n’　nd 　PaleontDlogy ，　Tohoku 　Univer ．
sity ，　980　Sendai ，　Japan．

地域層位学国際討論会 お よ び ポ ス タ
ー ・セ

ッ シ ョ ン

（1986，大阪）， 日本地質学会第94年大会討論会 （1987，

大阪） に おける 発表の 総括と補足 で ある．こ れ らの 多 く

の 機会 に御尽 力を い た だ い た 大 阪市立 大 学の 市原　実教

授 ・京都大学 の 亀井節夫教授 ・島根大 学 の 三 梨　昂教授

に 深 く御礼を申 し上げ る．

2．　 海 成第四 系の 分布

　 日 本 の 新 生 界の 分布状態 を 通 覧す る と，多 くの 地方で

4 回 の 海進が認め られる．第 1 回は古第三 紀から前期中

新世まで ， 第 2 回は前期中新世か ら後期申新 世まで ，第

3 回 は，鮮 新世 か ら前期更新世まで ， 第 4 回は後期更新

世末か ら完新世まで に わた る もの で ，第 3 ・4 回の 間に

中期更新世末の 小海進が あ る．こ れらの 海進 の 全地球 に

お け る範囲は 十分 に は 判明 して い な い ．海成第四系はこ

の うち，第 3 ・4 回 とそ の 閥の小海進期 の 堆 積 物 で あ

る．
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　東北 ・東海道 ・九州などの太平洋岸 の 地方 に注 目す る

と，第四 系 と地形 とは 関連 が深く，こ れらの 地域 で の 関

係を基準 に とれ ば，こ れ との 差違 は 他 の 地 域そ れ ぞ れ の

特微を示 して い る と考 え る こ とがで きる．上記 の 地方 で

は，第 3 回目の 海進の 堆積物で ある鮮新
一

更新統は丘 1雙

地 に 分布 して い る．背後 の 山地 との 差 は高 度 ・傾 斜 ・水

系 ・開析状態 な どか ら，かなり明瞭で ある．海成鮮新
一

更新統の 分布の 内陸側限界 は 山地 に は は い りこ ま な い と

言 え る で あろ う．丘陵地 の 起伏 は 小さくな い が ， 背面は

高 さ 100− 2eo　m 程度で ，地区 ご とに よく揃 っ て い て ，

も とは 海岸平野および そ の 内陸側延長で あ っ た こ と は明

瞭 で あ る ．年代を 経て い る た め ，新期 の 段 丘 や平野 に く

らべ る と，変形量
・
削剥量

・
開析度は大 きい が ，そ の こ

とを考慮 に い れ る と ， 贏 陵地 は段丘 で ある と考え る こ と

が で き る、．堆積 面が 完全 に 残 って い る 所 は無 さ そ うで あ

るが，北 上 山地 北東縁 の 九 戸段丘 （中川，1961 ：東北地

方第四紀研究グル
ー
プ，1969）や琉球列島 の 糸木名段丘

（中川 ，1967， 王969）な ど は ，ほぼ そ れに 近 い もの と考え

られる．

　 こ れ を最高位段丘 とす る と，鮮新
一

更新統 を 明瞭な 不

整合で 蔽 う段丘構成層は 高 ・中・低位 の段丘群 に 区分され

る ．こ の うち，海成 層 を 伴 うの は 中位段 丘 で ある ．阿 武

隈 山地朿縁 の 塚原層（中川 ，1961 ；SuzuKI＆ NAKAGAwA ，

1971 ；真鍋 ，1974）は そ の 代表 で ある．高位段丘 は 複数

の 段 匠面 よ り成 り， 構成層 に は海成層を伴わず，著 しい

風 化状態 を 示 して い る の が 普通 で ある．仙台付近 の 高位

段丘 構造成層の 青葉 山層 （中川 ほ か，1960）か らは 旧石

器が出土 して い る （OGAWA 　et　aL ，19S5）．

　低位段丘 も 2 面以上の 段丘面をもち ， 複合扇状地 の 形

態 が 明 瞭で あ る．構成層中に 大量 の 火山砕屑物を含む青

森県上 北地 域 （東北 地方第四 紀研究 グ ル ープ ，1969）で

は 6 段の 面群が集合 して い る．低位段丘 の うち，とくに

新期 の 扇状地面 は末端で 河岸
一

海岸平野面下 に 没 して い

る ．

　 基 準面支配 を受 け，最低位 に ある面はい わゆる沖積面

で ，海 岸 ・
河岸平野 の 大 部分が こ れ に 層 して い る．仙台

付近 で は平野面下 の 沖積層は 80m 以上 の 厚さをもつ と

こ ろがあ っ て ，付近 の 鮮新
一

更新統 の 厚さと比較 して も

遜 色 は な い ．

　地形区分 との 密接な関係は海成第四系が新期堆積物で

ある こ と，従 っ て 支配を受けた海水準との 閼係が よ く保

存 さ れて い る こ と に よ る ．こ こ で 鮮新統と下部更新統 と

を区別 す る こ とは 困難で ，．両者を一括し鮮新一
更新統 と

して 扱 うこ ととす る．日本 の 第四 系 は ，丘陸地を構成す

る鮮新
一一

更新統 と ， 段丘 構成層群 （洪積層），平野を構

成す る沖積層の 3群 に 大 別 さ れ る．鮮新
一

更新統 の 最 上

部と最高位段丘構成層 とは一・−SCす る こ ともあ る もの と思

われ る が，広 い 範囲 に わた っ て そ れを 確かめ るこ とはで

きな い ．

　上 記 の 区分に 火山墳出物を 加えて ，後述の 地質年代区

分 との 関係をpa　1 に示す、

3。 第四 系の 年代区 分

　（1） 第四系 の 下限

　第四系 の 下隈は第 三系 ・第四系の 境界で ，鮮新統 ・更

新統の 境界で あ る．鮮新統
・
更新統境界 は 1948年 に提案

第 1 図 　第
．
四 系 の 区 分
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Th已Base 　of 　the 　Pleistocene　Se 「ies

On 　behal 「　of 　【he　Plioeene−Pleistoeene　Bound 目 ry 　 WOrkmg
Group ，　 R．P．　Sligga【e 　 subm 正【ted 　 a 　rorlna 互　 peopesal 　for

de〔irli吐ion　of 　the　bas ¢ of 　tPe 　Ploistaeene 　 Serles 　dated　27　May

1984，　The 　submission 　was 　aqcompanied 　by　a 　separate

descviptien　of 　the　proposed 　Steatot ンpe　and 　its　eorrelatiOB ，
prepared 　 by　 the　 Wevking 　Group 　 ChairmaR 　and 　 Secre こary ：E．
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−
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fo阻 m 洫 ifer　 Neo 　 hobo　 uadei 肥　　ach 　 erma ．　The　bo ロ ndary 　 is
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第 2図　第 18回 万 圏 地質 学 会議に お け る鮮 新 統
・更 新統 境 界 の 決 定 に 関す る 勧 告 と 国 際 地 質 科 学 連

　　　　合 層 位 学 委 員 会 の 境 界 決定 報告

されて か ら，1985年 に 決定 さ れ る まで ，40 年近 くもか

か っ た．1948年の 第18回万園地質学会議で の勧告は 図 2

に 示す とお りで あ る が ，こ の 勧告 で 注 目す べ きこ とは ，

模式地を指定 して 境界を決 定 しよ うと い う提 案で あ る．

こ の 模式 地 ・模式 層 に よ る年代区分や層序区分の 決 定法

は ，介 日，層位学的区分
一

般 に 適用 さ れ て い るが ，鮮新

統 ・更新統 の 境界 に つ い て 初 め て 提唱 され た もの で あ

る．こ れ は層序単元や年代の 区分を化石 の 出現や気候変

化な どの 事件 に よ っ て 決 定す るの で は な く，実在す る地

層 につ い て 決定しようとする考え方 で あ っ て ， 当初 は幾

分便宜的な 方法で ある と も考え られた よ うで あ るが，そ

の 後 の 研究 の 進展 に 伴 っ て ，多 くの 生物種の 出現 や 気候

変化 ・環境変化
・地 変 な ど が 必ず し も全世界的に 同時 で

は な い こ とが判朋 して くる と ，

一般 に 受 け容れ られて 今

口に 系って い る ．途 中の 経過 は 数 回 に わ た っ て 紹介 し

た こ とが あ る （巾川 ，
1968 ；中川 ・新妻，Ig70 ；中川 ，

1971，1977 ；NAKAGAwA ，1977）ので 繰り返さない が，決

定ま で に40年近 くもか か っ た の は そ の 問に地質学
一

般 の

急速な進展 の 時期 を 経た か らで あ ろ う．こ の 間 に 放射年

代 ・同位体比
・
浮遊 性微化石

・深海底堆積物
・
地磁気編

年 ・ク ロ
ー

バ ル テ ク トニ ク ス な ど多くの 知識や 考え方 が

画期的 に増 加 ・進展 した ．境界模式 地 は 地 巾 海沿 岸 の イ

タ リア 南部 の カ ラブ ll
ア からは 離れなか っ た が ，　 Santa

Maria　di　 Catanzaro，　 Le　 Castella （NAKAGAwA 　 et　 a1．，

1971）を経て ，
Crotone 南 郊 の Vrica に 決 ま り，そ の E

層準 の 上 限 を も っ て 鮮新統 ・更新統の 境界 とす る こ と と

な った （AGu1RRE 　and 　PAsslNI，1985）．

　Vrica の 調査 で筆者 らは 地 磁気
・
微化 イ鋼 位学 を受け

も っ た （NAKAGAwA 　 et 　 aL ，1988）がそ の 概要を記す．

Vrica に は厚 さ 約 400　m の 海成鮮新
一

更新統 が露 出し

て い る．霊 と して 粘 ヒ質 シ ル ト岩 よ り成 り，腐植層（Sa−

propel　layers）と砂岩を伴 い ，他 に 火山灰薄層 がある．

断図 は あ る が ，構造 は単純で あ る．化石は軟休動物
・貝

形虫
・
魚類

・底生 ・浮 遊 性有孔 虫 ・石 灰質 ナ ン ノ プ ラ ン

ク ト ン ・花粉などを 多産す る が ，珪藻 ・放 馼虫は見あた

らな い ．堆積残留磁化の 強さは
．
軟 的成分を 除去 して 1

× 10
｝4〜10−2A ／m 程度で あ一，た 。層序 の 1二 半 の 腐 槽

層
・火 i甲火層 に は ，

Bologna 大学の チーム と共通 に ，下

位 か ら上位へ A ，B ，　C ，……U の 略称を付 し，下半の 砂

層
・火山灰層 に は上位か ら下位 へ S1〜S、o の 略号を 付 し
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第 3 図　Vrica の 海成鮮新一更 新統 の 属 序 （Nakagawa 　et　aL
，
1988）

た．残留磁化測定用の 試料を47層準 か ら採取 し，微化石

検討の た め に ，こ れ らに加 え て さ らに 数層準か ら試料を

採集した．そ の 検討結果を図 3 に 示す．

　Vrica の 層序 は全体的に 逆 磁極を 示すが，そ の 中央付

近 に 逆磁極部を伴 う正磁極欝 が あ る，そ の厚さ は約 90

m で ，
Sl の 碩上か ら C・D の 中間ま で の 部分に 当た る ．

こ れ よ り下位 の S、。
・Sg間と ， 上 位 の F’・N ’の 間に そ れ

ぞ れ 薄 い 中間磁極帯 が ある ほ かは逆磁極を示 した．上記

の 正磁極帯中に ，下位 か ら順 に GePh“ rocaP ．va 　caribbeanica

の 産出下限 ，
Discoaster　brourt，eri と Globigerinoides　obliguus

の 産 出 上 限 ，
OePh

コrocaPsa ・ceanica の 産出下限が 認 め ら

れ ， 正 磁極帯 の ．ヒ位 に （］Jclococcolithu
’
s　 macintPtrei の 産

出下限，C？theroPteon　testudo の 産出下限が あ っ て ，こ の

正 磁極帯は深海底堆積物 に 広 く認め られて い る
“Matu 曽

yama 逆磁極帯中 の OICIuvai正磁極亜帯
”

対比 され る．

　鮮新統
・
更新統の 模式境界 と定 め られ た層 準 は こ の 正

磁極帯 の 上 位約 10m に あ る腐植層 E の 上限で ある．こ

の 層準を選んだ理由 は寒流系生 物化石 （c，ta∫tudの の 瞳

出下限よ り下位 で ，こ れ に 最 も近 い 明 瞭 な層 準 と い うこ

とで あ っ た ．た だ し ，
こ の こ とは世界中で の寒流系化石

初出層準とい うよ うな こ と は意味して い ない ．

　Vrica の 境界模式層準 は海成層で 01duval亜 帯 と さ れ

て い る部分の 直上 付近 に対比 されるが，房総半島の 上総

層群中 に そ の 層 準 は あ る．上 総層群下部 の 大原層を整合

に 蔽 う黄和 田層 の 最下部か ら上位 150m 余 りまで の 間は

正磁極帯で あ る （新妻，
1976 ；NAKAGAWA 　and 　Nl 　msuMA ，

1977）・こ の 正磁極帯 ｝こ G‘oう癬 癖 o癖 50briguus の産出上

限 ，
Discoaster　brouze・eri の 産出．ヒ限 ，　 aePh丿rocaPsa 　 carib −

beanicaの 巌 出
一
ド限が あ り，そ の 直．ヒに EUCッrtidiu．m 　mtttu −

yamai の 産出上 限，　Pulleniatinaの 殻の 巻 き方 の 左か ら右

へ の 変化層準がある．ま た 黄和 田層 には 最下部の 正 磁極

帯の 上位約 250皿 の 閭に 2層準の 正磁極部 が あ る が ，

そ の 上 限 付 近 に GePh／rocapsa 　 oceanica の 産出下限 があ

る．黄和田 層最 ド部の 正 磁極帯 の 直 上 に は 凝灰岩鍵層の

Kd38 が あり，
a．　・ ceanica 産出

一
ド限の 少 し下位 に は Kd25

が ある．

　Vrica と房総 で は上記 の 部分 に 共通種は 4種あるが，

深海底堆積物 の 相 当部分を仲介 とす れ ば 7 〜 8 種の 示準

化石種があ る こ とに な る．深海底堆積物 は細粒 で ， 堆積

速度 は
一

般 に遅 い ．堆積残 留 磁化 の獲得過 程 を 考 え る

と，上 位 に
一一

定 の 厚 さ の 堆 積 物 の 荷重を 要す る で あろう

（新妻 ・顧 ，1977）か ら，堆積粒子 と残留磁化 の 時間差 は

堆積速度 の 高 い堆積物で は 小 さ く，低 い 堆積物 で は 大 き

い と考 え られ る （NAKAGAWA ，　i　g87）．例えば，　GePh／roca −

Psa　oceanica の 産出下 限 は深海底堆積物中で は Olduvai

亜帯の 上限よ り少 し上位に あ るが ，Vricaで は正磁極帯
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第 4 図 　Vrica と 房総 半 島 の 鮮新
一

更 新統 の 対比 ，

　　　　各 欄 の 黒 色 部は 正 磁極，白 色 部 は 逆 磁極 ；

　　　　Vrica の Slo・vU ，房 総
’i’・島 の Sw 〜U6 は

　　　　鍵 層 ；化石種産 出状 態一 HbB ： H“atinea

　　　　baZthica産 出下 限，　 CtB ： CPttherooPteron

　　　　testudo 産 出 下 限，一
十
一
は Bologna チ ーム の

　　　　報告 に二よ る，　他 は 図 5 と 同 じ，

の 上部 に ，房総で は Kd2s の 上 位 の 小正 磁極部に あ る ，

こ れ らを ほ ぼ 同層準 と考 え れば，Vrica の E層 上 限 は ，

黄和 田層 の Kd2s〜Kd2G付近 の 1層準 に相当するで あろ

う （図 4 ）．

　鮮新統
・更新統境界の 決定を 報告 した AGUIRRE 　 and

PASSINI（1985）は境界を延長 ・普及するため に ， 太平洋

地 域 で は房総半 島に 副模式 層 準を設定す る 乙 とを提案 し

た．こ の 提案 に は筆者 らも賛成 で ，適 当 な層準を 養老 川

沿岸 の 大 出 代
・
粟又

・
宇野部付近 （千葉県夷隈郡大 多喜

町 ） に 選定 した い と考えて い る．具体約な場所と層準 に

つ い て は三梨
・
山内 （工988）が 検討 を進 め て い る．模式

地 は 太平洋地域の 鮮新統
・
更新統境界を 明確 に 示す層準

の 露出地 で ， 将来も改変さ れず，畏期 に わ た っ て 模 式 地

と して の役割を果た せ る こ と，標柱 ・説明板などを 設置

で き る こ と ， 層序 ・構造 が単 純 で ，大勢で 観察
・
試料採

取などがで きるこ と，交通の 便がよい こ と な どの条件が

考 え られる．地元の 理解が得 られ る こ と も重要な条件で

あ ろ う．訪聞者 は国際学会 に 参加 した 多 くの 分野 の 専 門

家か ら地元の 小
・
巾学生 まで 多様 で あろう．

　  　更新統の 細 分

更新統 の 細 分 につ い て も国際第四 紀研究連合 （工NqUA ）

第 2 惻国際会議 （1932，Leningrad ）以来 の 長 い 経過 が

あるが，当時の ヨ
ー

ロ
ッ

パ の 氷期 ・間氷期 の 繰り返 しが

更新世 の 全 期 間を 代 表 して い る と い う考 え が 改め られ て

か らは特設 され た INQUA の 作業班 （Working 　 Gr 。 up

en 　the 　Major　Subdivision　 of 　the　 Pleistecene）が こ の

問題を扱 っ て い る．まだ結論に は至 っ て い な い が，岡作

業 班 の 大 勢 は 3分案 を 支持 して い る よ うで あ る．こ の 案

に よ れば ， 下
・申部境界は地 磁気層準 の Matuyama 逆 ・

Brunhes 正 両磁極帯 の 境界 と一致 し ， 中
・上 部境界は 更

新匿最後の 高海水準期 に 相 当 す る層準 に お くこ と に な っ

て い る．磁極帯 の 境界を 更新統下
・
中部境界 とす る とい

うの はかな り便宜的な 方法 で あ るが ， そ れ は承知 の 上

で ， 広域的 に 認 め 易 い 層準を と い う意見が 優先 して い

る．ま た Jaramillo亜描に お く方 が よ い と言 う意見も…

部 に あ る，

　 こ の 3 分案を 認 め る と ， 更新統下
・中 部 境界 は房 総 半

島の 上 総層群 で は国本層 の 中部 に あ る ．大阪層群 ・魚沼

層群な どで も連続一連 の 層 序の な か で こ の 層準が 認め ら

れ て い るが ，多 くの 地 域 で は 不 整 合 の 中 に あ り，ほぼ 丘

陸地を構成 して い る部分 が 下部 ， 高 ・申位の 段 丘 を構成

して い る 部分が 中部 と い うこ と にな っ て い る，ま た ，

中 ・．ヒ部 の 境 界 は 申位 段 丘 構 成 層 の 一ヒ限 付 近 に あ る，厳

密 に言え ば ， 中位段 ff：構成層中に境界が あ っ て ， 同一
段

丘 構成層が 申
・上部に 細分 され る こ ともあり得 るが ，認

め 易 さ，利用 し易 さ か ら考え て ， 段丘 構成層 の 場合 こ の

境界を含む 地 層 の 上 限ま で を中部更新統 と して 扱 い ，必

要 に応 じて 補足 説 明 を付せ ぱよ い で あろう．

　上 記 の年代層序区分 と前項に期 した 地域 の 地 形 との 関

係か ら見た層序区分 との 関係は図 1に 示 して あ る．

4，　 海成 鮮新統 ・更 新統 の 対比

　現在，海成層 の 対比 に おい て 最も信頼で きる対比法は

堆積残留磁化 の 極性層序と浮 遊 性微化石層序とを組み合

わ せ た もの で あろう．深海底堆積物 の 化石層序が 詳 し く
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第 5 図 　 日 本 の 海 成 鮮 新一更新統 の 対 比

　　　　磁 極 帯 は 海 成 層 に 慣 用 さ れ て い る もの ．台湾の 層序は 黄敦友博士 に よ る．

確 か め られ る に従 っ て ，こ の方法 に よ る 対比の精度 は ！t

が っ て きた ，しか し ，
こ の 層 序 に は 数値年代尺度が直接

つ い て い な い こ と に 留意 す る必 要 が あるで あろう．

　 日本 の 数地域 の海成鮮新統 ・更新統の 対 比 を図 5 に 示

す．

　海成更新統の うち，中部更新統 上 部 に 当た る中位段 丘

搆成層 に は 浮遊性微化石が十分に 検討されて い る もの が

少な く，ま た ，地磁気層 序の 判明 した もの も少な い ．こ

れ は堆積物 に ご く近 海 ・浅海 ・内 湾 性 の もの が 多 く，層

厚 も薄 い もの が 多 い た めで あ ろ う．INQUA 作業班 が 更

新統中 ・上部の 境界 として ，更新 阯最後の 高海水準期相

当層準を選 ん だ よ うに，こ の 時期 の 海面．上昇 は比較的広

範 i刑に認 め られ て い る。地 rl
．
1海岸 で は Tirrenian （Mo −

nastirian ）が こ れに 当た り，北 ア メ リカで は Sagamon−

ian が こ れ に相当す る もの と考え られ て い る．日木で は

関東地方の 下末吉層が よ く知 られて い るが ， そ の 内容に

つ い て は い くらかの 見面 しがあ っ た　（岡 ほ か，1984な

ど ），阿 武隈 ［「1地東縁 の 塚 原層 か らは地磁気逆 転 が報 告

されて い る （真鍋 ，1974 ；MANABE ，1977）．．

　巾位段丘 は日本で も広 く分布 し，海成 また は そ れ に近

い 性格の 段丘 で あ る た め に ，形 成後 の 変 動 の 指 標 と して

も注 日 されて い る．東北地方太 平洋沿岸 で は 段丘 面は

単
一

で あるが，地域 に よ っ て は 多面化 して い る こ と もあ

る．

5．　 海 ・陸成層 間の 対 比

　海成層間の 対比 は 赫記 の よ うに ，地磁気層序 と微化石

層 序 が 判明すれば ，瓧界的に 対比す る こ とが で きる．こ

れ に 比 して 海成層 と陸成層 の 対比は 国内で も容易で は な

い ．

　今 ， 海成層 の 代表と して 房総半島の 上 総層群以上 を ，

陸成層 の 代表 と して 近 畿地方 の 大 阪層群を と りあげて 考

え て み た い ，房総半島の 海成層 は 地磁気一
微化石層序が

判 明 して い る，こ れ に 対 して ， 大 阪層群で は地 磁気
一

放

射年代編年 が な され て い る．共通す る産出化石は哺乳動

物 と花粉 で あ る，房総半島の 哺乳動物化石 は ヒ総層群 上

部 以 土 か ら産 出 して い るが ，化 石 層 位 学 的 に 総括的な 研

究 は さ れて い な い ．また花粉化石 の 検討 も大西 （1969）
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一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

東北 ・関 東 地 方 の 海成第 四 系 31

があるだけで ，細部 は 今後 の 検討 に ま た ねばな らな

い ．しか し，従来 の 報告か ら大勢は 知 る こ と がで き る．

MITSUNASHI 　 et　 aL （1976） に よ れば 梅 ケ 瀬層上 部 か ら

Mamrnuthus　proximusが，梅 ケ瀬層最上部か ら鬮体層下部

に か けて Stegedon　aurerae が，万 田 野
・笠 森層 か ら Stego−

don　 erien 　tatisが，万田野層最下部か ら EiePhas　trOgenthe「ii

が そ れぞ れ産出して い る．また ，下総層群か らは Ele−

Phas　naumanni が 知 られ て い る，大 西 （1969）の 花粉分析

結果で は Metasegueiaは梅 ケ瀬層上部 で 消滅 し，　 Cr“P　t・
−

raeria は国本層上部か ら出現す る．地磁気層序で は大 H

代層最上 部から梅ケ瀬層下部 に か けて 正磁極帯が あり，

こ れ は 浮 遊 性 微化 石 の 産出状況 か ら，深 海底堆積物中に

広 く認め られて い る Jaramillo亜帯に相当する （新妻 ，

1976；NAKAGAwA 　 and 　NIITsuMA，工977）．

　一方 ， 大阪層群で は哺乳動物化石 ・花粉 に もとつ く層

序 は よ く研究されて い て，ITIHARA　and 　KAME 【 （1982）な

ど に よれ ぱ，火山灰鍵 層 の 千 勲 111火由灰層以 ドは Stei

gO4伽 躍 g砂硼 齬 帯 ， そ の 上位 の 上位 イ エ ロ
ー
火 rr［灰層 ま

で は Stegodon　akashiensis 　］he“ ，上位 ア ヅキ 火山灰層 ま で は

Mammuthus 　Paramamlnonteus　 shigensis 帯 ， さ らに 上 位 八

丁池火山灰層まで は Mammu 　t／tus 　armeniacus 　Preximas帯 ，

そ の 上 位は Stegodon　 orientalis 帯 と さ れ て い る ．ま た ，

Mataseguoia消滅層準は 山田 1 〜1 火山灰層付近，　 Cr）IPto

meria 出現層準はそれ より下位 の 下位イ ロ
ー

火山灰層 付

近 に ある ．大阪層群中 の 凝灰岩 に つ い て は K −Ar お よ

び フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク年代 が多数測定 されて い て ，

新 田火山灰層 が i．59〜1．60Ma ，千果山 H 火山灰層 ・下

位イ エ ロ ー火山灰層 が そ れ ぞ れ ，1．　24　Ma ，　 L　O6　Ma ，

ピ ン ク 火 山灰層 が O．　92　Ma な どで あ る ．　 ITIHARA 　 and

KAME 夏（1987）な どは Cox の 地 磁 気 年 代尺 度 に した が 一
）

て ， 朝代火 ［JE灰層 以下 の 正 磁極部 を Gauss 磁極帯 に ，

新 田 火山灰層 ・福田 火山灰層 の 下方 に ある 正 磁極部 を

Olduvai 磁極亜帯 に ，ピ ン ク 火山灰層付近の 正磁極部を

Jaramillo亜帯 に相当するもの として い る．

　花粉化石の 産出状況 を主 と して ， 哺乳動物化石 の 産状

を も考慮 して ，
MiTSUNAsm 　 and 　KUWANo （1973）は房総

半島の 大 田代層上部か ら梅ケ瀬層下部に か けて の 正 磁極

部を大阪群最下部 の Gauss 帯 に 相当す る もの とした こ

とがある．こ の 際，地 磁気層序が改訂 さ れて い た こ之や

浮遊歓微化石の 産状などは考慮されなか っ た ．大 田 代層

上部か ら梅 ケ 瀬層下部 にかけて の 正磁極部は，前述 の よ

うに ，全世界の 海成層中の Jaramll1。 亜帯 に 対比 さ れ る

の の で あ る．

　最 近 に な っ て ， 鈴木 正 男氏の 大阪層群と上総 ・
下総眉

群の 凝灰岩の フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク 年代が 報告 さ れた

（市原 ほ か ，
1984 ；鈴木

・
杉原 ，

1983 ； SuzuKI ＆ SuG 正
一

HARA
，

1988 ）．そ れ に よ れば ，上 総層群 の 勝浦層 KR が

3．　S7　Ma ，浪花層 Na−14 が 3．12Ma ，大原膕 HS は

2．76Ma ，黄和 1
．
H層 Kd3sD が 2．　J「g　Ma ，　 Kdas が 2．54

Ma ，　 Kd ユ6 が 2．34　Ma ，大 田代層 023 が．2．　06　Ma ，　 Ol6

が 1．90Ma ，梅 ヶ瀬層 Ug が 1．　47　Ma ，　 U ， が 1．06　Ma

国 本層 KUSB が 0，87　Ma ，長南層 Gh3 が 0．63　Ma ，

笠森層 KSI7 が 0．62　Ma ，地蔵堂層 Te −
s が 0．39　Ma ，

藪層 GoP−2が 0，31　Ma で あ る ．ま た 大阪層群 で は 虫生

野火山灰層が 2．27Ma ，福 田火山灰膕が 1，59Ma ，干石

橋 m 火山灰層 が L24 　Ma ，下位 イ エ ロ
ー火山灰層 が 1．06

Ma ，ピ ン ク火山灰層 が 0．92　Ma な どで あ る ．こ れ らの

同
一

測定者 に よる測定値 を 比較 して みると，大阪層群上

部狭山火 IJL［灰層の 上 位 の 正 磁極帯 は上 総層群鬮本層以 ．ir．

の 正 磁極帯 に 相当 し，大阪層群下部の ピ ン ク 火 山灰層付

近 の 正磁極帯は上 総層群中で は検知 されて お らず，大阪

層群最下部 の 三 ツ 松火 山灰 周付近 の 正 磁極帯 は 」二総層群

大 田 代層上 部〜梅ケ 瀬層最下部の 正磁極帯 に ，大阪層群

最下部の 朝代火山灰層付近以下の 正磁極帯 は黄和田 層下

部 の 正磁極帯 に そ れぞ れ相当す る こ とに な る．

　 こ の フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク年 代 か ら，鈴 木 ・杉 源

（1983）は Cox 尺 度 の Olduvai 正 磁 極 亜 帯上 限付近 に

あるとされて い る鮮新統
・
更新統境界は ， 上 総層群申で

は 大 田 代層上 部 の O
！ 付近 に ある と考え た．ITII｛ARA 　et

al，（1987）は鮮新統 ・更新統境界 は，同 じよ うに ，大阪

層群最下部 と下部の 境界 に
一一

致す る として い る．

　 しか し ， 鮮新統の 模式境界は ，数値年代や 地磁気層序

に よ っ て 定 め られ て は お らず，箭述 の よ うに ，模式 地 の

眉序に よ っ て 決定されて い て ，上 総層群 の 黄和 田 層最下

部 に 対比される．摸式境界 の 数傭年代はまだ明確 に され

て は い な い ．境界の す ぐ
r
ド位 に ある正 磁極帯 は 深海底堆

積物を含む海成層中で Oldqvai 唖帯 とされて い る もの

とは確実 に 対比されるが，そ の 数値年代 も確定 して い な

い ．

　花粉と哺乳 動物化石の 産状か らは まだ確実 な こ とは 言

え な い が ， 黄和 田層 下部の Olduvai 亜 帯 と大 阪 層群 最

下部 の 上 部の Olduvai亜帯 が 岡時期 の もの と すれば ， 両

地域間の 哺乳動物と植生の 時聞差の 説明は 晒難 に な りは

せ ぬ か と思 わ れ る，鈴木正 男氏 の 両地 域 の フ ィ ッ シ ョ ン

トラ ッ ク年代値を 比較 して み る と ， こ れ ら両正 磁極期は

別 もの で あ る可能性 が 大 き い ．そ の 数値の 確度が高い も

の な ら， 上 総層群黄和 田 層下部 の 正 磁 極帯 ， すな わ ち海

成層中で
一

般 に Olduvai亜 帯 と さ れ て い る正磁極帯 は
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第 6 図 海成 層 の 地 磁 気 層 序 と 地 磁 気 編年 の Cox

　　　　尺 度 との 関 係 　地 磁 気 層 序 に 付 した 年 数は

　　　　鈴 木 ・杉 原 （1983） の 上 総 層 群 の F．T ．年

　 　 　 代 に よ る，

Cox の 編年 の Olduvai 亜 帯 に は対応 しな い もの と考 え

られ る．こ の ように 考えて くる と ， Cox の 磁極編年 と海

成層 の 磁極層 序 と の 関係は図 6 の よ うに な る で あ ろ う，

　Vrica の 模 式境界 の 約 30　m 上位 に あ る M2 の 火山

灰 の 放射年 代 が 測定 さ れ た こ と が あ る （OBRADOVICH 　 et

aL ，1982）が，そ の 値 は 王．99・tO ．08　Ma で ，測定者 らは

そ れが Olduvai 亜期の 値 よ り古す ぎるの で ，古 い 火 山

灰の 再堆積した もの で は ない か として い る．しか し ， 同

時に Vrica の 層序 の 下部の Sgt の 火山灰層か ら約 2．2

Ma の 測定 値 も報告 され た．

　 日本で は海成層 間の 対比に は房総半島の 層序を，陸成

層の 対比 に は大阪層群 の 層序を基準 として い るこ とが多

い が，こ の た め 両相の 混在す る層序 に つ い て は ，

一
見矛

盾す るかの よ うな年代論が 散見さ れて い る　（例 えば 真

鍋 ・小林 ，
1988な ど ）．従来，海陸 の 鮮新一更新統 の 地

磁気層序 ・化石層序
・
数値年代はす べ て Cox の編年と

よ く対応 して い る もの と信 じ られ ， ほ とん ど疑われ る こ

と もな か っ た が ， も し上記 の よ うな 対応関係 に ある とな

れば，そ の 影響は 海洋磁気異常 の年代論 に も及 び，か な

り大 きな 問題 とな るで あ ろ う．

6．　 海 成 第 四 系 の 分 布 ・配 置状態の 地域的特徴

　 日 本 と そ の 近 隣の 上部新生界の 広域的対比は ， 最近実

施された い くつ もの 総括的な研究計 画 （土 編 ， 1979，
1981；SAITo　and 　UJIIE，　，　 ed ・，1977 ；ITmARA 　and 　KAMEi，
ed ．，1987 ；ITiHARA 　and 　KuwANo

，
　ed ．

，
1982 ；IKEBE　and

Tsucm
，
　ed ．

，
1984 ；北村編，1986 ；TsuGHi ，

　 ed ．
，
1987 ；

口本第四紀学会編，1987など）を通 じて ，そ れ 以 前 の も

の よ り格段の 進展が あ っ た ．

　新生 代 の 4 大海進もこ れ らの 成 果 を 通 覧 して 概括的に

認 め られ る が ，鮮新統と第四 系 につ い て 見 る と ， そ の 分

布 と配置状態 に，か な りの 地 域差 が あ る．い ま，図 1に

示 した よ う な配 置 と年 代 を 基 準 に と っ て ，い くつ かの 地

域を比較 して み た い ，

　（1｝ 鮮新一
更新統の 累積状態 に つ い て

　 日本 の鮮新一更新統は連続的 に 堆積 して い る とこ ろが

多 い が ，関東地 方 と東北地 方 の 太平洋岸 で は ， 鮮新統 の

部分 に堆積 間隔が認め られる．房総半島で は そ の 間隔 は

上総層群の 下底 に あ っ て ，黒滝不整合 （小池，工951）と

して 知 られ て い る．こ の 不 整 合 は 房 総半島の 東岸 ，勝浦

市鵜原の 黒鼻か ら夷隈川 上流の 植野
・
野 々 塚の 南 ・大多

喜町 の 養老川上流 の筒森 ・横瀬 ・君津市の 小櫃川上 流 の

追原
・
黒滝

・三 石山
・
小平台 ・小糸J“上流 の 正 木

・
富津

市 の 湊川上流 の 小畑 ・花輪を経て 竹岡海岸に の び る ．さ

らに 西 方へ は浦 賀水道 の 海底 を 通 っ て 三 浦半 島 に 連 続

し，横須賀市追浜から鎌倉市北鎌倉を経て藤沢市宮前付

近 に 達 して い る，不整合面直下 の 地層 は勝浦付近 の 清澄

層 か ら房総半島の 大 部分で 安野層 ，西部で 萩 鷹 層 に 及

び ， 三 浦半島で は池子層 で ある．不整合の 上 位層 は房総

半島で は黒滝層 ， 三浦半島で は浦郷層で ，い つ れ も火 山

砕屑岩を主 とす る地 層 で あ る．房総半島東部 で は，そ の

上位 に 勝浦層 ・浪花層 ・大原層 ・黄和田層 ・大 田 代 層

が，こ の 順 に 下位か ら上 位 へ 重な っ て い るが ， 勝浦層〜

大 原層 は 夷隈川 流域で ，黄和 田層 は 養老川 流域以 東で ，

東方か ら黒滝層 に 順次 ア バ
ッ トす る よ うに 収歛 して い
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’

第 7 図 黒 滝 不 整 合 の 形 成 概 念 國

　　　　黒点 は 火 山砕屑物 ， 白 色部 は非 火 山 性 砕屑 物 ；左下 の 挿入 図 は 房総研究 グ ル
ープ （1953）

　　　　 の
“
こ め くり運 動

”
に よ る 黒 滝 不 整 合．

る．こ の地域の 凝灰岩鍵層 の 連続性は 三 梨 ら　（1954〜

1976） の 入 念な 調査 に よ っ て 判明 して い るが ，そ の 結果

に よ れば，海成 シ ル ト岩 ・砂岩中 に 夾在 した まま 全域的

に 連続 して い る凝灰岩は 027 より上 位 の 諸層で あ っ て ，

こ れ は 房 総 半 島東部 で は 大 田代層下部中 に あ る （図 6 ）．

　黒滝不整合そ の もの に つ い て は 小池 （1951，
1957）．房

総団体研究 グ ル
ープ （1964）などの 考察がある．海底 で

生 じた 不 整合 で あろ うとい うの が現地調査 者らの 意見で

あ っ た が ， 不整合面 上 の 諸層 の 累積状況 か ら
“

こ め く り

運 動 （房総研究グル
ープ ， 1953）が 想定さ れ て い た ．黒

滝不整 合面 に 載 る 黒滝層 の 層相 は 凝灰質堆積 物 を 主 と

し，東南部の 勝浦付近で は砂岩 ・シ ル ト岩 の 亜角礫 が 多

く含まれ ，化石破片を伴 っ て い る．中央部の 黒滝付近 で

は 火山角礫
・
硬質 砂 岩

・シ ル ト岩 ・チ ャ
ー

ト な ど の 円

礫 ・二 枚貝 な ど の 化石を含み ，不整合面下の 凝灰岩 に セ

ラ ドナ イ トを生 じて い る （小池 ， 1951）．西岸 の 竹 岡付 近

で は シ ル ト岩角礫を 含むほ か ，二 枚貝な ど の 集中部 が あ

る．こ れ らの 地層 は不整合面 と ほ ぼ 平行で ， 下位 の 地 層

とは斜交 して い る．さ らに 上位に は ， 南東部で は勝浦 ・

浪花
・大 原 ・黄和 田 の シ ル ト岩 ・砂岩 よ り成 り，総 厚

2500m に 及 ぶ 諸 層 が 重 な る が，養 老 川 ま で の 地域 で ，

西方 へ 薄化 し ， 黒滝層 に ア バ
ッ トする か の よ うに漸移す

る．こ の よ うな状況から，小池 （195i） は不整合は
“

安

野層堆積後 ，大 田 代層堆積まで の 聞 に生 じ， 養老川
一

勝

浦間を折 り目 に して ，勝浦付近 が 急速 に 沈降 し，そ の 後

徐 々 に 行われた地 盤の 沈降量 もこ の 折 り目以 北東に著 し

く，地 層 の 生 成 は ， 最初北東部に の み行わ れ ， 沈降量を

次第 に over しな が ら海底 の 深度を 減 じて ， そ れ迄 無 生

成で あ っ た申央部に 迄 も地層を生成する よ うに な っ た
”

と考 え た ，な お小池 （1951）は勝滝層産の 底生有孔虫化

石 な どか ら，こ の 不 整台 は か な り深 い （約 3000m ）海

底面の 傾動 と水平的移動に 原因 して い る と して い る．

　今 ，こ の 不 整合付近 の 堆積状況を 再検討 して み る と ，

南東部の 砂岩 ・シ ル ト岩は 申〜酉部で 薄失 し，夾在する

凝灰岩層 の みが申〜西部まで 連続 し，黒滝層 の 主 体 と

な っ て い る ．火山砕屑物は海底に 生 じた斜面上 に も堆積

した が ， 砂 ・シ ル トは 斜面下に の み堆積 した ，斜面の 起

伏 は黄和田 層 まで の 堆積物お よ っ て 埋 積 さ れ ，大 田代層

は全 域 に 分布す る に 至 っ た．こ の 海底 に生 じた斜面は南

上 り，北下りの 基盤の 傾動 に よ っ て 生 じた もの と考え ら

れる．そ の 後 の 堆積物は こ れ よ り北側 で は上 総層群 と し

て 分布 して い る．

　 房総半島を申心 とす る 地域の 堆積層 の 分布を大観 して

み る と，丹沢
一
嶺岡帯 に 最古期 の 地層，嶺岡層群が分布
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し， そ の 南北両側 に下部串新統 の 保田層群，中〜上 部申

新統 の 佐久間層群 が 分布す る．そ の 北半で 地 層は
一

般 に

北傾斜して い る が ，天津潤 の 上 位 の 清澄層は北か ら南へ

堆積物が供給されて 形成 され た 地 層 で あ る （徳 橋，

1976），また ， こ の地帯は広域的 に見れば西南本タ十1の 帯

状 構 造 に お け る四 万十帯 に 含ま れ て い る．四万十帯 を通

覧す る と ， あ る層位区間が 1 帯をな し ， 順次，新期埖積

物 の 帯 ほ ど南側 に 分 布 し，各帯内で は地層 は北傾斜 し，

北側 に 上 位層 が 分布す る と い う傾向をも っ て い る．最近

三 梨 （1981）の ま とめ た関朿地方の深層試錐結果に よ れ

ば，関東 山地 の 東 南 東 方 へ の 連 続 は，関 東 地 方 巾〜 南 部

の 地 下 に 分布 して い る こ と が 判明 して い て ， そ の 帯状分

布か ら，嶺岡層群は 明らか に 四万
．−1’帯南帯の 構成員で あ

る ．新期堆積層 が 順次南側 に 配 列す る とい う
一

般傾向が

ある の に ，上総層群の 分布 は そ の 傾向とは 異なり，下位

層 分 布 の 北側 で あ る．こ の こ とは ，陸側 に 突然凹 所を生

じ， 海域 が はい りこん だ こ とを意味して い る．上総層群

の 堆積物は南か ら北 へ 供給され ， 堆積構造形態は海底の

北傾斜を示 して い る．そ の 範囲 は，筑波 ・足尾山塊の 南

限以 南，お そ ら く，利根川 の 流路付近 以 南で ，こ の 区 域

が 北 へ 傾下 した と考 え られ る．黒 滝不 整合 は海底 で 北 方

へ 傾下 した 地塊の 表面に 生 じた もの で あ る，こ の 傾動 は

上 総
・
下総層 群堆積中断続し，下総層 群 の 離水後 に も継

続 して い る．さ らに海岸平野
・
海蝕台な ど の 高度分布も

南上 り，北下 りの 運 動の 継続を示 し，館山付近 の 沼 の さ

ん ご礁や，丸山町加茂付近 の 丸木舟 を 産出した縄文遺跡

包含層 の 高 さ は約 20m で ある，関東大地震などの 地盤

変動 も同 じ傾向を示 して い る．

　 関東構造 盆 地 の 形態 は 上 記 の 地 塊 の 北方 へ の 傾動 に

よ っ て 生 じた WNW −ESE 方向の 1田陥 帯 と，後 ｛こ こ れ に

積載 した NNE −SSW の 軸を もつ 向斜構造 と の 組み合わ

せ に よ る．房 総 半 島 南 東 部 に は N −S 走向 の 断層群があ

るが ， こ れは こ の 向斜の 東側 を 画す もの で あろう．構造

盆地 を 構成す る 2 つ の 凹陥帯 の うち，前者は相模 ト ラ フ

と，後者 は 日 本海溝 と，そ れ ぞ れ平行 な 軸を も っ て い る

（NAKAGAWA ，
1962）．

　黒滝不整合 の 時期 は，地磁気一化石 層位学的に ，第3

正磁極期で あ る．こ れは 海成層 に つ いて Gauss 正 磁 極

期 とされて きたもの で ある が，おそ らく Gilbert期の 中

の 正磁極期 に相当 して い る で あろ う．こ の 時期 の 海成層

は琉球列島の 島尻層群や 九州南束部の 宮崎層群などで は

整合．一連 の 堆積物中 に あ っ て ，不整合は 存在 しな い ．ま

た 東北 口本の 口本海沿 岸地 方 で も 同様 で あ る．一
方 ， 黒

滝不整合 と同期 の不整合 の存在す る の は東北地方太平洋

沿岸 と北上川流域 で ある，こ こ で 海成鮮新統の 竜 の 口層

は 不 整含 に よ っ て ，火山砕屑 物 を 主 とす る 陸 成層 に オ

ン ・
ラ ッ プ 型 に 蔽われて い る．仙台付近 で は さ らに その

上位 に海成 の 大年寺層 が 整合で 重な っ て い る．こ の 不整

合の 仙台付近 で の 地 磁気
一

化石魍位学的年代は第 3正 磁

極期で ，海成層中で Gauss 帯 とされて い る もの に ， 柑当

す る （MANABE ，1979−80 ；KoJzuMi，1972など）．

　東北地方東半部 に おける竜 の 口 層 の 分布は南北 に の び

る帯状の 低平地 内で ある た め ，そ の 上限の 不整 合を 広域

的に 襯察する こ と は で きな い が，宮城県北部 の 古川低

地西 お よ び 南縁で は ， 不整合が 明瞭で は な か っ た り，

竜 の 口層 と 上位層が 一
緒 に 未固結時 に ，おそ らくス ラ

ン プ型 の 変動 に よ る，変形 を 蒙 っ て い る と こ ろがある

　 （SHIBATA，1961，1962 ；IslllDA，1981； 北村 ほか ，
1981）．その 低 地 の 北 縁 で は竜 の 口 層 は よ り高所 に 幅 広

く分布 して い る．

　竜 の 口 層 の 分布域 に は 海岸 ・河 岸 段 丘 が よ く発達 して

い るが，海成 の 中泣段丘面お よ び 河成柑当面の 高度分布

を 見 る と，い くつ か の 区 間 ご と に 北方へ 傾下 し，各 区 閥

の 境界部で は，北側で 高 く， 南側 で 急 に 低下す る．（中

川 ， 1961；東北地方第四紀研究 グ ル
ープ，1969な ど ）．

北上 川 流域で は，一．・
関付近 の 狐禅寺峡谷 と盛 岡 市付近 の

四 十 四 田 峡谷で ，本流が北上 山地 の 先第三 系 の 硬岩中に

峡谷を刻んで い る （中川 ほ か ，
1963　a，b）が，こ れ らの

位置 も同 様に 傾動 区 間 の 擁界 の 北 側 に 相当す る．北上川

中流域 の 河 岸段丘 の 配置もまた 北方傾下が継続して い る

こ とを示 して い る．

　菓北地方 は そ の 概形 も， 新第三 系
・
第 四 系の 構造 も ，

日本海溝 と平行す る方向性を も っ て い る が ，上記 の 段 丘

群 の 示 す 傾動方向 は こ れ と は斜交 し，そ の 軸方 向は む し

ろ関東地 方 の WNW −ESE 方向の 軸 に平行 して い るよう

に 思 わ れ る．

　以 上を 総観す る と ， 黒滝不整合 に は じま る 関東地 方

の ， 関東山地 の 東側の ，地塊の 北方傾動 は 巨大な ス ラ ン

プ型 で あ っ て ， 東北地 方 の 東半はそ の 後背地 に 当た り，

関東地方の 巨大 ス ラ ン プ に続 い て やはりかなり大規模な

ス ラ ン プが 連 続的に 起 こ り，い つ れ も最近 ま で 継続 して

い る もの と考え られ る．

　関東地方西南部 で は 足 柄層群 （天野 ほか ，1986）が 一ヒ

総 層 群 に対 比 され ， そ の 堆積 の 前 に 丹沢山塊 ，続い て 伊

豆地塊の 本州 へ の 衝突が想定されて い る，東海道地方で

は掛 川 地域 の 掛 川 層群下部中 に 黒滝不整合 の 期聞に相当

す る部分 が あ る （YosHTDA ＆ NlrrsuMA，1976）．こ こ で

は不整合は生 じて い な い が，下位 の相良層群は 北方へ 傾
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動 し，萩間礫岩 か ら は じま る掛川層群下部 は 基 盤に

オ
ーバ ー

ラ ッ プ しな が ら，内陸側 に 厚 く堆積 して い る

（1BARAKI ，1986），な お ， 御前崎付近 の 中位段 丘 面 は 内

陸側へ 傾下 して い る し ， そ の 北東の 日本平 も1司様 で ある

（東海地方第 四 紀研究 グル
ー

プ，1969 など）．また ， 渥

美半島で も新期の 内陸側 へ の 傾下が 知 られて い る （桑

原 ， 1969な ど）．

　   　海成下
・
中部更新統 の 分布

　申部更新統 の 上 部 は 中位段丘 堆積物で ，日 本の 各地 で

海成層を伴 っ て い る ほか ， 明瞭な 海成堆積物 は な く て

も， そ の 位置か ら海成段丘 と考 え られる中位段丘 は各地

に 発 達 して い る．中部地方 の 南部か ら近畿地方に か けて

は 東海層群
・
大阪層群などの

一
部 で 海成粘土層を含む下

部〜巾部更新統が分布 して い る ．上 総層群な ど と比較す

る と堆積開始期 は お そ い が ，内陸部 に 生 じた 凹 地 の 堆積

物で ある．紀撰半島と四国南部 の 段丘群の 北方傾動 （吉

川 ほか，1964）と，そ の 北側 の 瀬戸内海もまた 内陸側の

沈降 ・外側の 上昇に よ ると見て よい で あ ろ う．

　関東地方 は こ の 時期の 海成層の 分布 に おい て も特殊な

地 域で あ る．房総半島で は下部更新統 か ら引 き続 い て 中

部更新統 も海成層 よ り成 り，西方の 三 浦半島〜多摩 丘 陵

で も上 総層群 中部 相 当 層 まで が 海成で あ る ．多摩 丘 陵で

は さ らに 新期 の 多摩段丘 の
一

部 の 構成層で ある お し沼砂

礫層 も海 成 で あ っ て ，下末宵段丘 との 問の 中間に ある 土

橋段丘 に もま た海成堆積物が 見 られ　（鵺 見
・
火 村，

1966）， 鶴見層 （関東第四紀研究会 ， 1970）・戸塚層 （関

東第四紀研究 会 ，1974，1980）は こ れ と同 期 の 海成層で

ある とい う．

　 こ の よ うな 関東地 方西 部 の 高 ・中位段 丘 の 多段化 は 日

本 に あ ま り例を見な い 現象で ある が ， そ の うち多 くの 段

丘 が伴う海成堆積物は ，前項 に 記した巨大 ス ラ ン プ型 の

傾動運動 の 所産で あ ろう．房総半島で こ れらに 相当す る

と思 われ る もの に楡井 ら （1981 ；NIREi　 et．　 aL ， 工987）

の 東京湾不整合や ， 上総 ・下総層群中 の 海底 谷 堆積 物

（佐藤 ・小池，1957）などがある．

　 東北地 方〜中部 地 方 の 日本海 沿 岸地 方 の 海 成 鮮 新 ・更

新統 は 中新統 に整合 に重 な っ て い る とこ ろが 多 く，局部

的な もの を除い て 堆積 間隙 は 無い ．最近 の 秋 田県総合地

質図幅作製 事 業 の 成 果 に基 づ く臼 田 ・岡 本 （1986）の 総

括 に よ れ ば ， 中新統 ・鮮新統の 境界 は秋 田 ・本荘地域 で

は船川層中に ，鮮新統 ・更新統の 境界は笹岡 層 中 に あ

る。な お ， 出羽 丘 陵な ど で 同 じ層名を与 え られ て い た 地

層 はこ れよ りか な り下撹の もの で あ る とい う．北 村 編

（1986） などに よ れば， こ の 地方の ee新tr 更瓢統 の 堆積

中に は ， 軸面が西方へ 倒れ た 非対称褶曲の 発達 が 明瞭

で ，上 記の 局部的不整合 もこ れ に 起因す る もの と思 われ

る ．

　東北地方朿半で は申新統上部 は火山砕屑物を主 とす る

陸成瀏が多 く，鮮新統 との 境界は不整合 で ある．これを

日本海沿岸地域と比較すれば ， 中新世末か ら鮮新世にか

けて 上 昇して い た こ とに な る、東北地 方の 新第三 紀末の

海退 が 西側 ほ ど遅れた こ とは 北村 （1959 ）を は じめ ， 多

くの 研究成果 に よ っ て 明 らか に さ れて い る が ， 東半で海

成鮮新統竜の 口層が北 ヒ川 沿岸に細長い分布域をもっ て

堆積 した こ と は ， こ の
一般傾向か ら見れば，や や 例外的

な現象 で あ る．こ の 海進 ，
“
竜 の 口海進

”
は阿武隈川沿

岸 に は 及 ん で い な い が ，仙 台
一

石 巻 付 近 で は，前記 の 不

整合を 経て 陸成層 の 上 位 に さ らに海成 の 大年寺層が 堆積

し，北上川沿 岸 で は 陸成層 に側方移化 して い て ，い ずれ

も オ ン ・ラ ッ プ式 の 累重 型 式を もって い る．こ の こ とは

北上 川 流域 の 沈降が 鮮新 匱前期 以来，黒 滝不 整合相当の

事件を経た後も続行した こ とを示 して い る．阿武隈 川 沿

岸は北上 川沿岸 に 比 して ， よ り内陸盆 地 の 性 格 が 強 い

が ，両地 域 は
一

列に 並 ん で 北 上 川
一

阿武 隈 川低地帯を形

成 して い る，東北地 方 の 南北 性 帯 状 構 造 は 地 形 に よ く現

れて い るが，そ の うち，北一L川一
阿武隈川 低慰 ｛｝が ， そ

れ以東，以西 の 地 区 の 境界と して ， 最 もよ く連続 し，脊

梁山脈以西 で は ，内陸盆 地 群
・出 羽 丘 陵も帯状配 列 の 点

で は や や 不明暸で あ る，内陸盆地 の 配列に はあまり規則

性が 無 く， 盆 地 の 南北側の 地域 と そ の 東西両側 の 脊梁山

脈
・出羽 癒 陵との 境界は 地 形 ・地 質 の い ずれ か らも不明

瞭で ある．こ の よ うに見て くる と，東北地方 の 脊梁由脈

以 西 の 地 域 は も と も と 1帯を成 して い て ，そ の 中 に 内陸

盆地 が生 じた もの と考 え られ る．内陸 盆 地 の 間 辺 に は 陸

成の 鮮新
一

更新統やさらに 新期の 堆積物が ， 層 の 形 を

もっ たまま ， 盆地 内へ 向か って 滑動 し，著 しい 褶曲構造

を示 して い る もの が ある．こ れ を ， 東西 圧 縮 の た め と 兇

る考 え もあ る が ，東北地方の 全 1隔か らすれば局部的な現

象で あ る．お そ らく，陥没 した 盆地 へ の 滑 りこ み に よ る

もの で あろう．北」二川 沿岸の 匠陵地 に は谷・＼ 向か っ た撓

曲構造 が知られ て い る （東北地方第四 紀研究グル
ープ ，

1969な だ）が ， 東鰤両側 の 地 域 と較べ る と ， 北上 川 低 地

帯 が 沈降を続 け て い る こ と は確実で ，撓曲は こ の 沈降に

伴 っ て 生 じた もの と患 わ れ る．海成屠 の 分 布 とあ わ せ て

考える と，第三 紀末から更新隙 こか けて ， 東北地 方は 1

大背斜状に ，中央部以西は 東上 り，西 ドりの 運 動 が 続

き，そ の 闘 に 北上 川 一
阿豆匙隈川 低 地 帯 が陥 没 して 竜 の 口

海浸をうけ入れ，つ い で 内陸盆 地群の 陥没 が 起 こ っ た も
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の と 見 られ る．プ レ
ー

トの 収歛か ら想定さ れ る地 下深部

の 東西圧縮は表層部で は む し ろ東西 展 張 と な っ て 現 れて

い るで あろう，

T 　 む 　　す　　び

　第四系 の 区分と対比に つ い て報告し ， 日本 に おける海

成第 四 系の 分布 ・地形 との 関係 を ，東北地 方太平洋岸を

中心 に 記述 した が ，と くに ，最 近 ま で 続 い て い る 関東地

方 の 特徴的 な変動 と ， そ の 発端 を象徴す る黒滝不 整合お

よび東北地方 に お ける低地帯 の 発達 に つ い て考察を加え

た ．結論 と して 要約す れ ば ，

　（1） 更新統 の 下限は カ ラ ブ リア の Vrica で 決定さ れ

た ．そ の層準は房総半島の 黄和田層下部 に あ る．

　  　更新統 は 3 区 分 さ れ よ うと して い る ．日本で は ，

鮮新統と更新統下部は鮮新一
更新世 の 海進 に よ る堆積物

で ，整合一連 の累重関係 に あり，丘 陵地 を 構成 し て い

る．

　（3） 中部及び上 部更新統 の 大部分 は海退期の 堆積物 で

段丘構成層 で ある が，申 ・上部の 境界は小海進期の 海成

中位段廷構成層の 上 限に当た る ．

　ゆ　上部更新統と完新統は一連に累重 し ， 平野を構成

して い る．

　（5） 海成堆積物の 地磁気層序と Cox の 地磁気編年 と

の 関係 は確実 に は な っ て い な い ．た と え ば鮮新統
・
更新

統境界 は Cox の 01duvai 亜期で は な く ，
Gauss 期 の 頑

後に相当する可能性が高い ．

　（6） 関東構造盆 地 は ， 黒滝不整合以降の 巨大 ス ラ ン プ

と，後 に 加わ っ た南北軸の 広域的かつ 緩慢な 褶曲 に よ っ

て 形成 さ れて い る．

　〔7｝ 東 北地 方 は第 三 紀末以降，南北軸 の 複背斜を形 成

し続けた が ， 鮮新統
・第四紀に 全 長 に わk る北川 ・阿 武

隈用低地帯 と ， 局部 的な内陸盆地群の陥没が起こ っ た．

プ レ
ートの 収歛か ら深部 に 予想され る東西圧縮に 対応す

る 地 表付近 の 応力 状態 は ，む しろ ，東西 展 張 で あろ う．
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